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Body movements and physiological responses reveal emotions

24
～身体運動、自律神経応答、ホルモン分泌に表れる情動～
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人間の心理状態を、生体信号か
ら解読するマインドリーディン
グ。カメラや体表のセンサなど
によって、対象者になるべく負
担をかけずに計測したデータか
ら、行動やコミュニケーション
を予測できる情報がどこまで読
めるでしょうか。解析法の工夫
で、その可能性が広がりました。

無自覚的な身体動作や、瞳孔や
視線の動き、心拍変動やホルモ
ン分泌などの不随意的な生理反
応に注目しました。
そして、各計測対象の性質に即
した独自の解析手法を開発し、
従来捉えにくかった、本人も自
覚していない潜在的情報を取り
出すことに成功しました。

ウェアラブルセンサと組み合わ
せると、利用者の気持ちを自然
に汲み取る情報端末、マルチメ
ディア環境の臨場感や心地よさ
などの定量的評価法、心理状態
まで考慮に入れたスポーツや音
楽のトレーニングシステムなど、
心を扱えるICTの実現可能性が
見えてきます。

眼の動きで誰だかわかる 音の目立ちやすさや好みを眼から読む

唾液・心拍で音のリラックス効果を捉える 歩調の同期が対人印象を左右する

• 自由発話をしている時の眼球運動には、話の内容や
視覚的環境によらず、個人ごとに固有のパターンが
見られることを発見。

• 計測された眼球運動のパターンのみをCG動画で再現
すると(下図)、観察者は、それが誰のものか高精度
で識別可能。

• 規則的な音列中に稀に出てくる音(予測を裏切るゆえ
に目立つ音)に対して、マイクロサッカード(固視中
に生じる、小さく跳ぶような不随意的眼球運動)の動
特性(制御特性)が変化することを発見。

• 唾液中のオキシトシン(コミュニケーションに重要な
役割を果たすホルモン)の濃度を世界で最も正確に測
定できる手法を開発(東大・川戸教授との共同研究)。

• ゆっくりしたテンポの音楽は、オキシトシン分泌を
促進し、副交感神経を賦活することを実証。

• 二人が並んで歩いているときの、両者の足首の加速
度を計測。力学系モデルを用いて、二者間の位相同
期(引き込み)が生じていることを実証。

• 通信環境における音
の臨場感や相手の実
在感が、自律神経活
動とオキシトシン濃
度に反映されること
を確認(明治大・上野
准教授との共同研究:
右図)。

→時間

• 位相同期が生じて
いる時間の割合が
高いほど、初対面
の相手への好感度
が上昇することを
発見。

• マイクロサッカードや
瞳孔径の動特性から、
音楽聴取中の各時点で
の好みの程度を推定す
る手法も開発。


